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(57)【要約】
【課題】モリブデン又はその化合物を含有する、安全性
の高い育毛・発毛剤、白髪防止剤、皮膚外用剤、分化誘
導剤の提供。
【解決手段】モリブデン含有酵母、モリブデン含有乳酸
菌のうち１種または２種を含有することを特徴とする育
毛・発毛剤、白髪防止剤、皮膚外用剤、分化誘導剤。
【選択図】図１



(2) JP 2010-1276 A 2010.1.7

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
モリブデン含有酵母、モリブデン含有乳酸菌のうち１種または２種を含有することを特徴
とする育毛・発毛剤。
【請求項２】
モリブデン含有酵母、モリブデン含有乳酸菌のうち１種または２種を含有することを特徴
とする白髪防止剤。
【請求項３】
モリブデン含有酵母、モリブデン含有乳酸菌のうち１種または２種を含有することを特徴
とする皮膚外用剤。
【請求項４】
モリブデン含有酵母、モリブデン含有乳酸菌のうち１種または２種を含有することを特徴
をする分化誘導剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、モリブデン含有酵母、モリブデン含有乳酸菌のうち１種または２種を含有す
ることにより、安全で優れた育毛・発毛効果、白髪防止効果等を得ることのできる育毛・
発毛剤、白髪防止剤、皮膚外用剤、分化誘導剤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　毛器官は、胎生期に真皮との相互作用を介して表皮より発生する皮膚付属器の一つであ
り、毛髪とそれを包み込む毛包で構成される。
【０００３】
　毛器官は一生涯にわたり、成長期、退行期、休止期からなる毛周期を形成する。その際
、いずれの時期にも膨大部（バルジ領域）から上方部分である恒常部の形態は変化せず、
それより下方の可変部のみが伸張と退縮を繰り返す。
【０００４】
　成長期では毛包下端の毛球部が盛んに毛髪を産生する。退行期になると可変部の毛包が
アポトーシスにより退縮し、休止期に入る。休止期では毛包下方に存在する毛乳頭が、膨
大部の幹細胞にシグナルを出して成長期を誘導する役割を果たす。
【０００５】
　従来の外用育毛剤は、栄養補給や血行促進等の間接的な作用を目的としたものがほとん
どであった。すなわち、毛包周辺の血行促進をはかる血管拡張剤（塩化カルプロニウム等
）や、栄養補給を目指した薬物（ペンタデカン酸グリセリド等）等をさまざまな組み合わ
せで含有し、毛包成長阻害要因を取り除き、抜け毛を少なくし、毛母細胞増殖のための栄
養を十分に与えることで毛包の成長を助けるものがほとんどであった（特許文献１～４）
。しかしながら、その効果は十分とは言えなかった。
【０００６】
　近年、再生医学研究の進展に伴い、毛髪の発生・再生が精力的に研究されるようになっ
てきた。その結果、毛包のバルジ領域に毛包再生を司る幹細胞の存在が明らかにされ、毛
包幹細胞による毛包や皮膚の再生を目指したさまざまな研究が行われるようになってきた
。また、このような幹細胞の細胞生物学的な知見を利用した育毛・発毛剤、皮膚外用剤の
開発が期待されるようになってきた。
【０００７】
　一方、本発明者らは毛包の上皮幹細胞及び色素幹細胞に酸性条件下でモリブデン化合物
を用いて刺激を与えることにより、幹細胞の分化を誘導することを見出し、モリブデンの
発毛・育毛作用を報告した（特許文献５）。また、モリブデンイオン含有イソポリ酸又は
ヘテロポリ酸に毛乳頭細胞増殖活性があることが報告されている（特許文献６）。
【特許文献１】特開２００８－５６７０３号公報
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【特許文献２】特開平６－９３４９号公報
【特許文献３】特開２００７－２０４４２６号公報
【特許文献４】特開平６－４０８５７号公報
【特許文献５】特願２００６－２６５３７１号
【特許文献６】特開２００７－１９１４３４号公報
【非特許文献１】板見智編、「毛の悩みに応える皮膚科診療」南山堂、２００６年６月８
日発行
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　以上のように、モリブデン及びモリブデン化合物は、頭皮等に塗布することにより、毛
包中の上皮幹細胞や色素幹細胞の分化を誘導し、育毛・発毛を促進し、白髪を黒髪に復す
るなど、優れた皮膚外用剤として供せられる可能性を有する。
【０００９】
　しかしながらモリブデン及びその化合物は、日本国内ではＰＲＴＲ制度（人の健康や生
態系に有害なおそれがある化学物質について、環境中への排出量及び廃棄物に含まれての
移動量を事業者が自ら把握して行政庁に報告し、さらに行政庁は事業者からの報告や統計
資料を用いた推計に基づき排出量・移動量を集計・公表する制度）やＭＳＤＳ制度（第一
種指定化学物質、第二種指定化学物質及びそれらを含有する製品（指定化学物質等）を他
の事業者に譲渡・提供する際、その性状及び取扱いに関する情報（ＭＳＤＳ：Ｍａｔｅｒ
ｉａｌ　Ｓａｆｅｔｙ　Ｄａｔａ　Ｓｈｅｅｔ）の提供を義務付ける制度）の対象物質で
あり、その安全性については十分な確証が得られていない。
【００１０】
　そこで、本発明は有効性が高く安全なモリブデン化合物を見出し、それを有効成分とす
る育毛・発毛剤、白髪防止剤、皮膚外用剤、分化誘導剤を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明者らは、広範なスクリーニングの結果、食品として市販され、既に安全性が確立
されているモリブデン含有酵母及びモリブデン含有乳酸菌が優れた育毛・発毛効果、白髪
防止効果等を有することを見出し、本発明を完成させた。
【００１２】
　すなわち本発明は、安全性の高いモリブデン含有酵母、モリブデン含有乳酸菌のうち１
種または２種を含有することを特徴とする育毛・発毛剤、白髪防止剤、皮膚外用剤、分化
誘導剤を提供する。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明のモリブデン含有酵母及び／又はモリブデン含有乳酸菌水溶液は、皮膚へ塗布す
ることにより、毛包の上皮幹細胞に分化を誘導する。その結果、育毛を促進するとともに
、休止期にある毛包を成長期に移行させ発毛を促進する。また創傷時などには毛包の幹細
胞が表皮や脂腺に角化細胞を供給することから、創傷治癒時などに皮膚の再生を促進する
。さらに、毛包の色素幹細胞に分化を誘導することにより、白髪を黒髪化する。
【００１４】
　従って、種々の脱毛症、白毛症の治療や予防、あるいは皮膚の再生を促進する皮膚外用
剤、分化誘導剤として有用である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　モリブデン含有酵母及び／又はモリブデン含有乳酸菌を蒸留水で可溶化する。溶液は酸
性領域が好ましく（ｐＨ３．５～６．５）、アルカリ領域では効果発現が弱い。
従って、蒸留水もしくは蒸留水に副作用をおこさない範囲の酸性溶液（硫酸、亜硫酸、炭
酸、塩酸、ホウ酸等）を加えても良い。至適のｐＨは５前後。又、浸透を促進するグリセ
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リン、アルコール等を加えても良い。
【００１６】
　本発明におけるモリブンデン含有酵母及び／又はモリブデン含有乳酸菌の配合量は、薬
剤の具体的な形態や他の配合成分との兼ね合いに応じて適宜選択するべきものであり、特
に限定されるものではないが、薬剤全量中のモリブデン濃度は、好ましくは５～４００μ
ｇ／ｍｌであり、特に好ましくは２０～２００μｇ／ｍｌである。
【実施例】
【００１７】
　本発明を証明する為に、ウサギ及びマウスを用いた実験を行った。すなわち、剃毛した
ウサギと、遺伝的形質により殆ど体表に毛を有しないリンパ球欠損マウス（ヌードマウス
）を用いて、発毛状態及び幹細胞分化誘導の発現状況を肉眼的及び光学的に観察した。
【００１８】
　実施例１
　雌の日本白色種５か月令家兎（１匹）を用いて、その背部を２か所、アニマルクリッパ
ーで剃毛した。その１か所に、あらかじめ調整した５％モリブデン（シティ社製、ＵＳＡ
）含有酵母水溶液（モリブデン２ｍｇ／ｇ含有酵母５００ｍｇを精製水１０ｍｌに溶解）
を１日１回塗布し、経時的に観察した。また残りの１か所にはコントロールとしてモリブ
デンを含有しない酵母水溶液を塗布した。
【００１９】
　図１に、処置前、７日目、１８日目の様子を示す。図１に示すように、経時的観察の結
果、モリブデン含有酵母水溶液を塗布した部位とモリブデンを含有しない酵母水溶液を塗
布した部位では、明らかに育毛状態に差が認められた。
【００２０】
　次に、両者の病理学的観察を行った。すなわち、処置後１か月の皮膚を剥離し１０％ホ
ルマリン溶液で固定後、ヘマトキシリン・エオジン（以下「ＨＥ」という。）染色を実施
し、表皮部及び皮筋部近傍（真皮深部）を顕微鏡にて観察した。
【００２１】
　図２に示す様に、モリブデンを含有しない酵母水溶液を塗布した部位（コントロール）
に比べモリブデン含有酵母水溶液を塗布した部位では表皮に於いても毛・毛包及び色素細
胞が多く、かつ皮筋近傍に於いてはコントロールには全くみられない毛包細胞が密集して
いることが判明し、幹細胞の分化誘導が明らかとなった。
【００２２】
　実施例２
　次に人為的な剃毛ではなく、遺伝的に無毛に近い状態を有している雌のヌードマウス７
週令（チャ－ルスリバー、オリエンタルバイオサービス社供給）を用いた実験を行った。
すなわち、コントロール群（５匹）にはモリブデンを含有しない酵母水溶液を毎日塗布し
、処置群（５匹）には５％モリブデン含有酵母水溶液を毎日塗布し観察した。なお水溶液
の塗布は背中から顔面にかけて行った。
【００２３】
　図３に３０日後のコントロール群の顔面部、図４に３０日後の処置群の顔面部を示す。
【００２４】
　コントロール群と比較して、処置群の顔面にかなりの密度で発毛が開始されたことが明
らかとなった。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】モリブデン含有酵母水溶液とモリブデンを含有しない酵母水溶液を毎日塗布した
ウサギの背部の経時的変化。
【図２】モリブデン含有酵母水溶液とモリブデンを含有しない酵母水溶液を毎日１か月間
塗布したウサギ背部のＨＥ染色の顕微鏡像（対物レンズ×４）。
【図３】モリブデンを含有しない酵母水溶液を毎日３０日間背中から顔面にかけて塗布し
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たヌードマウス（コントロール群、５匹）。
【図４】モリブデン含有酵母水溶液を毎日３０日間背中から顔面にかけて塗布したヌード
マウス（処置群、５匹）。

【図１】 【図２】
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